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 要 旨   

目的： 

抗凝固剤は心房細動 (AF)患者における脳卒中リスクを減少させる。一方、消化管出血 (GIB)は

抗凝固剤の長期服用者における一般的な合併症である。本研究では、心房細動による入院患者に

おける消化管出血の頻度、傾向、予測因子、臨床的予後および経済的負担について検討した。 

方法： 

米国最大の入院患者を対象としたNational database (national inpatient sample: NIS)のうち、

2005 年 1 月から 2015 年 9 月までの 18 歳以上の AF 患者データを用い分析した。AF 患者にお

ける GIBの有無による心疾患、腎疾患等の併発、アルコール乱用、在院日数、入院費などについ

て、t 検定あるいはカイ二乗検定により比較した。また、GIB を有する AF 患者における併発疾

患、アルコール乱用等のオッズ比 (OR)および 95%信頼区間 (CI)をロジスティック回帰分析にて

算出した。 

結果： 

全 AF入院患者のうち、5.39%が GIBを有していた。AF患者における GIB有の割合は 2005年

から 2015年で一定であった。GIB無に比べ GIB有で、うっ血性心不全、腎疾患、肝疾患、貧血

およびアルコール乱用の割合は高く、在院日数は長く、入院費は高かった。また、GIB有では、

院内死亡 (OR 1.47, 95%CI 1.46-1.48), 人工呼吸器装着 (OR 1.69, 95%CI 1.68-1.70), 輸血 (OR 

7.2, 95%CI 7.17-7.22), アルコール乱用 (OR 1.51, 95%CI 1.5-1.52)のオッズ比は高く、脳卒中 

(OR 0.51, 95%CI 0.51-0.52)のオッズ比は低かった。 

結論： 

National database を用いた本研究の結果から、AF 入院患者の 5.4%が GIB を併発していた。

GIB併発は、AF入院患者の予後あるいは医療費と関連することが示された。 
 


